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平成 22年度 材料力学基礎及び演習 A&B 演習出」題解答 ０́

切断面でのモーメン トのつ り合いより
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曲げモーメン ト線図より、 M蝶 」
 、ょって

端=守ツ=午:=霧判%5 ma
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(1)

左右対称より、Rc=RD

ン方向の力のつり合いより■+ち =611rJ` → Rc=ち ‐3ッ。イ
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AC間 (0≦ χく″)

S(χ)=―巧χ、″ (■ )=~170χ
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(″ ―イ)2+平

左右対称なので、DB間は計算 しない。
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曲げモーメントの式より

χ=3`の とき鳴 誂=¥
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せん断力線図 (SFD)と 曲げモーメン ト線図

図のようになる。

SFD
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Z=4/3r=聖 ′～12 1cm3

=2∠×二 =
3 x lKKlll x 13× 9× 0013
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i`m以
σ max
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=123 9 MPa
Z    2   109

(25点 )

y方向の力のつり合いより

R4+RB=P=3kN

2x109

A点におけるモーメントのつり合いより

2P′ ―P′ -3R3イ =0

鳥=Ψ =2宅ギ
2=22kN、

&=P― ち =3-22=08kN
AC間 (0≦ χく2m)

,=RA=08、 4=&χ =08χ

CB間 (2≦ χく3m)

==凡
―P=08-3=-22

4=ιχ―P(・ -2で)+Pθ =08χ -3(χ -2)+06=-22x+66

よって、最大曲げモーメン トM饉は

ン.駆 =22kN m
また、断面二次モーメン ト4、 断面係数 Zは、

Jを

4=ギチ
=16 cm4、   z=ち =上 =∠ =8 cm3
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長方形断面をもつはりの最大山げ応力鴫 ,、 は

σ叫 ∠上=22x103_275 MPa

(25点 )

左右対称なので、■ =RD。 鉛直方向の力のつり合いより

牲 +RD=2P → Rc=ち =P=1∞ N

A3間 (0≦ χくlm)

Stχ)=―P=-lKlll N

″ (χ)=―ル =-1∞I(Nm)
CD間 (1≦ χく3m)

S(・)=RA― P=0

M(・)=-3+214(χ ~′
)=― PF=-llXI N m

左右対称なので、せん断力線図は左右逆対象に、曲げモーメン

の図は右図のようになる。よつて、右図より最大曲げモーメントは

■、 =100N m

BMD

SFD

|

BMD

卜線図は左右対称になるので、それぞれ
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断面二次モーメン ト4と 断面係数 Zは、

4=響、Z=プ:=霧
よって、最大応力σ

…
は

鴫“=り =号絆=≠淵|ヨη3Mh
6 (25点 )

左右対称なので、み =RB。 鉛直方向の力のつり合いより

&+馬 =21-P. ⇒ み=鳥 =24-P2=。 5kN
2

AC間 (0≦ χくlm)

S(χ)==A=05kN
″(χ)=み工=05χ (kN m)

CEl問 (1≦ χく2m)

S(■)=R4~ζ =15kN
″(χ)=R4χ ―■(χ

―で)=-15″ +2(kN m)

曲げモーメントの式より、z幅 =1(kN m)

σは今=侮 =質織卜="・3ML

7

′0:激 =(^V'α -2ッ
)の

利:源 =(a+2ッい

38

み=晦
“→
隕+2か 2の +f¨つレー2勁ッ2の =劣←→〕。+"

Z=::互

71こ5=」
:;ill―

の211+30

子
=子

   (1-Z)(1-9・
)

4_"=等←92〔
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